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はじめに

この講究録は 2006年 8月 28日から 9月 1日まて行われた RIMS共同研究の報告集で
ある

Jet scheme, Arc space, multlpller ldea1の概含は最近代数幾何学 特異飯の分野てとみ
に重要性を増している

一方 multlpller ldealに対しては,最近可換環論の標数 P¿0の手法か原,吉田 高
木各氏によって開発されている
本研究集会はこれらの概念に対する入門と同時に最新の結果の紹介 情報交換を目指し
た そのために 石井 高木 原 吉田 斎藤各氏に 2回から 4回の連続講演をお願いし
て 研究集会の核とし それに川北 Ambro,藤野各氏に最近の結果について講演をお願
いした 大変良い講演をして下さった講演者各氏に感謝の意を表したい
集会はとても盛況て 一時は座席か足らなくなるほとてあった また質疑も大変活発
で,とても有意義な研究集会てあったと曽つ
報告集を作るに当って 連続講演の部分は 講演者にそのまま原稿をお願いすると大変
負担か重くなると曽われた そこて若い人たちに講演のノート作成をお願いすることとし
た 本講究録の連続講演の部分は,ノートを取って頂いたものを講演者にチェノクして頂
いててきたものである ノートを取って頂いた方々にも大変お世話になりました
最後になりましたか,本研究集会の参加者の皆様に感謝の意を表します

2007年 3月 2日 渡辺 敬一
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